
問題集の手引き

1　学校の教科書・ワークで例題を理解する（解法理解）

2　基本演習を解く（実践特訓）

3　できなかった問題を再度復習する（復習特訓）

目次と学習カリキュラム確認表

解法理解 実践特訓 復習特訓

1 単項式と多項式 2

2 式の値 3

3 等式の変形 4

4 説明の文章題 4

1 代入法 6

2 加減法 6

3 解の利用 7

4 値段の文章題 8

5 人数（割合）の文章題 8

6 数値の文章題 8

7 速さの文章題 9

8 濃度の文章題 9

9 その他の文章題 9

1 一次関数 10

2 一次関数の式とグラフ 10

3 二元一次方程式のグラフ 11

4 ２直線の交点 11

5 一次関数の利用 12

6 移動する点と図形の面積 14

1 平行線と角 16

2 三角形の内角・外角 16

3 多角形の内角・外角 17

4 三角形の合同 17

5 証明とその仕組み 18

6 合同条件を使った証明 18

1 二等辺三角形・正三角形 20

2 直角三角形の合同 22

3 平行四辺形になるための条件 23

4 平行四辺形の性質 24

5 平行線と面積 25

6 内接円と外接円 26

1 確率の意味 27

2 確率の求め方 27

3 確率の範囲 29

4 サイコロの確率 30

5 コインの確率 30

6 カードの確率 31

7 球のの確率 31

8 いろいろな確率 32

33実力練成

一次関数第3章

図形の性質と証明第5章

第4章

第6章

式の計算

元単章

第1章

図形の調べ方

確率

ページ
習熟度

連立方程式第2章



1. 単項式と多項式

第1章　式の計算

（1）６ｘ + ３ｘ

（3）３ｘ - ５ｘ

（5）２ｘ + ８ｘ - ５ｘ

（7）５ｘ + １ + ２ｘ + ４

（9）２ａ - ｂ + ３ａ - ２ｂ

（11）ａ + ２ｂ - ７ｂ + ３ａ

（13）３ｘ + ２ｙ - １－２ｘ - ｙ + １

（15）(３ｘ + ２) + (５ｘ + １)

（17）(２ｘ + ７) + (５ｘ - ９)

（19）(８ａ - ３) + (２ａ + １)

（21）(４ｘ + ７) - (２ｘ + ５)

（23）(３ｘ - １) - (２ｘ + ３)

（25）(２ａ + ６) - (９ａ + ３)

－基礎演習1 次の計算をせよ
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（1）５ａ×７ｂ

（3）２ａ×(－５ｂ)

（5）ｘ
３
×ｘ

４

（7）２ｙ
２
×５ｙ

（9）２４ｘ
５
÷６ｘ

３

（2）４ｘ - ２ｘ

（4）-２ｘ - ７ｘ

（6）３ａ - ａ + ２ａ

（8）３ｘ + ７ｙ - ｘ + ２ｙ

（10）４ｘｙ - ８ + ２ｘｙ + ５

（12）１ - ２ｘ + ４ + ３ｘ

（14）３ｘ
２
 + ４ｘ - ２ｘ

２
 + ２ｘ

（16）(４ｘ + ３) + (２ｘ - １)

（18）(ｘ - ５ｙ) + (４ｘ - ３ｙ)

（20）(３ｘ + ２ｙ + ４) + (ｘ - ３ｙ - １)

（22）(８ｘ + ５) - (４ｘ - ３)

（24）(７ｘ - ４) - (５ｘ - １)

（26）(４ｘ - ３ｙ + １) - (３ｘ + ４ｙ - ２)

－基礎演習2 次の計算をせよ

（2）４ｘ×３ｙ

（4）(－６ｘ)×(－８ｙ)

（6）(－３ａ
２
)×ａ

２

（8）(－ａ)
２

（10）(４ｘ)
２
÷(－２ｘ)
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－基礎演習3 次の計算をしなさい。

（1）４(２ｘ＋３)

（3）３(５ａ－１)

（5）－２(４ｘ＋５ｙ)

（7）２(３ｘ＋５ｙ)＋３(ｘ－３ｙ)

（9）(１２ｘ＋１５)÷３

２

２ｘ＋１ 

２
＋

ｘ＋３

５

４ｘ＋４ 

５
－

ｘ＋２

４

５ｘ＋１ 

２
＋

３ｘ－３

６

４ｘ－５ 

２
－

３ｘ＋２

３

２ｘ－６ｙ 

５
＋

４ｘ＋ｙ

９

７ｘ－３ｙ 
－

６

４ｘ－５ｙ

（2）２(７ｘ－５)

（4）６(ｘ＋３ｙ)

（6）－５(３ａ－４ｂ＋２)

（8）４(２ｘ＋ｙ)－３(２ｘ－ｙ)

（10）(２０ａ－１０ｂ＋１５ｃ)÷(－５)

－基礎演習4 次の計算をしなさい。

（1）

（3）

（5）

（2）

（4）

（6）

（1）６ｘ－４

（3）２ｘ＋３ｙ

（5）ｘ
２
－３ｘ＋１

（7）(ｘ＋２ｙ)＋(３ｘ－ｙ)

2. 式の値

－基礎演習6 ｘ＝　　、ｙ＝－３のとき、次の値を求めよ
３

２

（2）２ｙ
２

（4）４ｘ－５ｙ

（6）ｘｙ＋９

（8）５(３ｘ＋ｙ)－２(３ｘ－４ｙ)

－基礎演習5 次の計算をしなさい。

（1）(－２ｘ）×（－３ｘ2 )

（3）－－ｘ2ｙ2÷－ｘｙ2

（5）－９ｘ3ｙ2÷（－－ｘｙ)2×（－２ｙ）

（7）８１ｘ4ｙ2÷３ｘｙ÷９ｘ2

（2）２.４ｘ2ｙ÷（－０.６ｘｙ）

（4）ｘ2ｙ2÷（－ｘｙ2）×(ｘ２ｙ)2

（6）（－１.５ｘ2）×(－３ｙ）÷（－０.９ｘｙ）

（8）７２ｘ5ｙ3÷(－４ｘｙ)2÷(－３ｙ)3

4

3

3

5

3

2
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3. 等式の変形

－基礎演習7 （　）の文字について解きなさい

（1）ｘ－５＝ｙ　　　　（　ｘ　）

（3）４－１０ｘ＝２ｍ　（　ｘ　）

（5）ｘ＝２－　　　　　（　ｙ　）

（7）ｍ＝　（ａ＋ｂ＋ｃ)r（　ｂ　）

（9）ｃ＝　　　　　　　（　ａ　）

２
1

（2）４ｙ＝２４ｘ＋１２　　（　ｙ　）

（4）Ｓ＝　ａｈ　　       （　ａ　）

（6）Ｓ＝　　　　　　    （　ｂ　）

（8）１.２５ｘ＋０.２５ｙ＝０.５　（　ｙ　）

（10）　＋　 ＝           （　ｂ　）

4. 説明の文章題

－基礎演習8 次の問題を説明しなさい

（1）２つの連続する奇数の和は何の倍数になるか説明せよ。

（2）連続する３つの偶数の和が、６の倍数になることを説明せよ。

（3）４つの連続する奇数の和が、８の倍数になることを説明せよ。

（4）奇数と奇数の和は偶数になることを説明せよ。

（5）７の倍数と７の倍数の和は、７の倍数になることを説明せよ。

３
1

３
ｙ

３
２(ａ＋ｂ）

２
ａ－ｂ

ａ
1

ｂ
1

c
1
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（6）７で割ったら３あまる数と、７で割ったら４あまる数の和は７で割り切れることを説明せよ。

（7）３桁の自然数で各位の数の和が３の倍数なら、この３桁の自然数も３の倍数となる。これを説明せよ。

（8）ある２桁の自然数と、その自然数の一の位と十の位の数を入れ替えた数の差が

　　　９の倍数になることを説明せよ。

（9）一の位が０でない２桁の整数と、その整数の十の位と一の位を入れかえてできる整数との和が

　　　１１の倍数であることを説明せよ。

（10）各位の数の和が９の倍数になるような２けたの自然数は９で割り切れることを説明せよ。

（11）１から９までの整数を書いたカードが１枚づつあるとき、

　　　この９枚のカードから同時に３枚取り出して大きい方から順にａ、ｂ、ｃとする。

　　　３枚並べてつくることのできる整数のうち、一番大きな数から一番小さな数を引いて

　　　できる数をＴとすると、Ｔは９９の倍数になることを説明せよ。



第2章　連立方程式

6

（2）

（4）

（6）

1. 代入法

（1）

（3）

（5）

－基礎演習9 次の連立方程式を代入法により解け

ｙ＝２ｘ

３ｘ＋ｙ＝１５

ｘ－３ｙ＝４

ｘ＝２ｙ＋１

ｘ＝６－ｙ

２ｘ－３ｙ＝２２

ｘ＋ｙ＝１１

ｘ－ｙ＝５

２ｘ＋ｙ＝１０

ｘ－ｙ＝２ 

５ｘ＋２ｙ＝３２

３ｘ－２ｙ＝０

４ｘ＋２ｙ＝８

ｘ＋２ｙ＝－１ 

ｘ＝５ｙ

ｘ－２ｙ＝６

３ｘ＋ｙ＝５

ｙ＝１－２ｘ

３ｘ＋ｙ＝１３

３ｘ＝２ｙ＋１

2. 加減法

（1）

（3）

（5）

（7）

－基礎演習10 次の連立方程式を加減法により解け

（2）

（4）

（6）

（8）

ｘ－ｙ＝２

ｘ＋ｙ＝１８

ｘ＋３ｙ＝６

ｘ－２ｙ＝１

４ｘ－３ｙ＝７

４ｘ＋２ｙ＝２

ｘ－ｙ＝６

２ｘ＋ｙ＝３

－基礎演習11 次の連立方程式を代入法または加減法により解け

（1）

（3）

（5）

（2）

（4）

（6）

３ｘ＋４ｙ＝１１

５ｘ＋３ｙ＝１１

２ｘ＋５ｙ＝９

７ｘ－３ｙ＝１１

－２ｘ＋５ｙ＝１２

５ｘ－３ｙ＝－１１

４ｘ＋７ｙ＝－１

３ｘ－２ｙ＝－８

２ｘ－３ｙ＝７

３ｘ＋５ｙ＝１

５ｘ－３ｙ＝４

４ｘ－５ｙ＝－２
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２
ｘ

４
ｙ

－ ＝３

－基礎演習12 次の連立方程式を代入法または加減法により解け

（1）

（3）

（5）

（2）

（4）

（6）

ｘ＋２ｙ＝１

ｘ＋３ｙ＝３(ｘ＋６）

２ｘ＋４ｙ＝７－ｘ

３ｘ＋６(ｘ－ｙ）＝４８

４ｘ－２(ｘ＋ｙ）＝１２

ａｘ－ｂｙ＝１５

2ａｘ＋ｂｙ＝３

の解が、ｘ＝２、ｙ＝３のとき、ａ と ｂ の値を求めなさい。

ａｘ－ｂｙ＝８

ｂｘ＋ｙ＝７

の解が、ｘ＝２、ｙ＝３のとき、ａ と ｂ の値を求めなさい。

3. 解の利用

－基礎演習14 次の問題を解きなさい

（1）

（2）

－基礎演習13 次の連立方程式を解け

（1）ｘ＋ｙ＝３ｘ－４ｙ＝７

（3）３ｘ－９ｙ＝１０ｘ－２３ｙ＝－９

（2）１１ｘ－３ｙ＝７ｘ－２ｙ＝１３

（4）２ｘ－２ｙ－１＝５ｘ＋ｙ＋２＝４ｘ－ｙ－１

３ｘ－２ｙ＝７

０.５ｘ＋０.３ｙ＝－０.１

－４ｘ＋３ｙ＝２６

３ｘ＝２(３－ｙ）

５ｘ＋２(ｙ－１）＝１２

ｘ＋３(ｘ－ｙ）＝２５
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4. 値段の文章題

－基礎演習15 次の文章題を解きなさい

（１）５０円切手と８０円切手を合わせて２０枚買って，１２７０円払った。それぞれ何枚買ったでしょう。

（２）1個１５０円のりんごと１個１２００円のメロンを合わせて１０個の値段は３６００円でした。
　　　りんごとメロンをそれぞれ何個を買いましたか。

（３）姉と妹の所持金の合計は５１００円。姉のほうが、妹よりも２４００円多く持っていました。
　　　姉と妹はそれぞれいくら持っているでしょうか。

（４）兄弟２人が両親へのプレゼントとして５０００円の品物を買いました。
　　　兄は所持金の５０％を、弟は所持金の２５％を出し合いました。
　　　さらに残りの所持金は２人とも同じでした。兄弟それぞれの最初の所持金はいくらでしょう。

5. 人数（割合）の文章題

－基礎演習16 次の文章題を解きなさい

（１）ある学校の昨年度の入学生は２９０人で，今年度の入学生は昨年度と比較して男子が１０％増加し
　　　女子が１０％減少したため入学生は２８７人となった。昨年度入学生の男子と，女子の人数を求めよ。

（２）男女合わせて４５人のクラスがある。このクラスで自転車通学の生徒は男子の５０％と
　　　女子の２０％のあわせて１５人である。このクラスの男子と女子の人数をそれぞれ求めよ。

（３）昨年のテニス部は男子の人数が女子より１０ 人多かった。
　　　今年は去年に比べて男子が２０％減り、女子が３０％増えたので、女子の人数が男子の人数よりも
　　　２人多くなった。今年のテニス部の男子､女子のそれぞれの人数を求めよ。

（４）男女合わせて４０人のクラスでテストをした。男子の平均点７６点、女子の平均点８２点、
　　　クラス全体の平均点は７９点だった。このクラスの男子と女子の人数をそれぞれ求めよ。

（人数、割合融合問題）

6. 数値の文章題

－基礎演習17 次の文章題を解きなさい

（１）和が６８で，差が１２になる２つの整数を求めなさい。

（２）連続する２つの整数があって，その２整数の和は５１でした。　２つの整数を求めなさい。

（３）２桁の自然数があります。十の位と一の位の数の和は９で、それらを入れかえると
　　　元の数より２７大きくなった。元の自然数を求めなさい。

（４）差が２０である大小２つの整数があります。大きい数の２倍が、小さい数の３倍から２５を
　　　引いたものになるとき、この２つの整数を求めなさい。
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7. 速さの文章題

－基礎演習18 次の文章題を解きなさい

（１）Ａ地点からＣ地点まで１０kmの道のりを途中Ｂ地点まで時速１５kmの自転車で行き、
　　　残りを時速５kmで歩いたらちょうど１時間かかった。Ａ地点からＢ地点までの道のりと、
　　　Ｂ地点からＣ地点までの道のりを求めなさい。

（２）家から２０kmはなれた博物館へ行くのに、途中まで時速４５kmのバスで行き、残りを時速５kmで歩いたら
　　　１時間２０分かかった。バスで行った距離と歩いた距離を求めなさい。

（３）Ａ君の家から学校まで行く途中に公園がある。いつもは家から公園まで毎分８０ｍで行き、
　　　公園から学校までは毎分６０ｍで歩くと全部で２０分かかる。 ある日、いつもと同じ時刻に家を出て
　　　公園まで毎分８０ｍで歩いてきたが、そこで忘れ物に気づき毎分１００ｍで走って家まで帰り、
　　　そのままの速さで学校まで走って行った。するといつもより２分遅く学校へ着いた。
　　　Ａ君の家から学校までは何mあるのでしょうか。

（４）８００ｍの鉄橋を渡りはじめてから渡り終えるまで２０秒かかり、２２００ｍのトンネルに
　　　完全に隠れていたのは４０秒でした。この列車の速さと長さを求めなさい。

8. 濃度の文章題

－基礎演習19 次の文章題を解きなさい

（１）濃度５％の食塩水と濃度１０％の食塩水を混ぜて、濃度８％の食塩水５００ｇを作るには，
　　　濃度５％の食塩水を何グラムと濃度１０％の食塩水を何グラム混ぜればよいですか。

（２）濃度ｘ％の食塩水２００ｇと濃度７％の食塩水ｙｇを混ぜて、濃度５％の食塩水６００ｇができた。
　　　ｘ、ｙを求めなさい。

（３）濃度４％の食塩水と濃度１０％の食塩水１００ｇを混ぜて、濃度７％の食塩水を作るには、
　　　濃度４％の食塩水を何グラム混ぜればよいですか。

（４）Ａの容器には１２００ｇの食塩水が、Ｂの容器には６００ｇの水が入っている。Ａの容器の食塩水の
　　　半分をＢの容器に入れ、よくかき混ぜてからＢの容器の２００ｇをＡの容器に戻したところ、Ａの
　　　容器の食塩水の濃度は７％になった。はじめにＡの容器に入っていた食塩水の濃度をもとめよ。

9. その他の文章題

－応用演習20 次の文章題を解きなさい

（１）縦の長さが横の長さより１５ｍ長く、周囲が１５０ｍの長方形の土地があります。
　　　この土地の縦と横の長さをそれぞれ求めなさい。

（２）Ａ、Ｂ２つの給水管を使って。水そうに水を入れます。Ａを１時間使った後、Ａを止めてＢを２時間使うと
　　　水は全部で３８ｍ3はいります。また、Ａを１時間使った後、Ａを出したままＢを２時間使うと、水は全部で
　　　６２ｍ3はいります。このとき、Ａ、Ｂを同時に使って、２００ｍ3の水そうをいっぱいにするには、
　　　何時間かかりますか。

（３）ある会社で、２つの部門ＡとＢの売上について、先月と今月で調査をした。
　　　先月はＡとＢの部門を合わせて６５０万円であったが、今月は先月に比べＡ部門は４０％減り、
　　　Ｂ部門は２０％増えたので、Ｂ部門の売上はＡ部門の売上より３３０万円多くなった。
　　　今月のＡ部門とＢ部門の売上合計を求めよ。

（４）あるお店で、みかんとりんごを売っています。先月売れたみかんとりんごの個数の比は４：５でした。
　　　今月は先月と比べて、みかんの売れた個数は５個減少し、りんごの売れた個数は５％増加したので、
　　　今月売れたみかんとりんごの個数はあわせて２９１個になりました。今月売れたみかんとりんごの個数を
　　　それぞれ求めなさい。



－基礎演習23 次の問題を解きなさい

（１）一次関数 ｙ＝３ｘ－1 について

　　　①　次の右の表を完成させなさい

　　　②　xが１から３まで変化するときのxの増加量とyの増加量をそれぞれ求めよ。

　　　　　また、そのときの変化の割合を求めよ。

　　　④　グラフをかきなさい。

（２）ｙ＝２ｘ－１５ について

　　　①　変化の割合を求めよ。

　　　②　xが４増加するときのyの増加量を求めよ。

1. 一次関数

第3章　一次関数

－基礎演習21 次の中から一次関数を選びなさい

10

①　ｙ＝３ｘ＋１ 　　②　ｙ＝２ｘ　　③　ｙ＝　 　④　ｙ＝ 　 －８　　　⑤ｙ＝５x
2

ｘ
５

５
２ｘ

０　　１　　２　　３　　４ｘ －２　 －１

y

（１）最初に水そうの中には２１０ℓの水が入っている。ここに毎分３lℓの割合で水を入れる。

　　　水を入れ始めてからｘ分後の水そうの中の水の量をｙℓとする。

（２）３０kmの道のりをｘ時間で走ると時速ｙkm になる。

（３）長さ２４cmのソーセージを毎秒２cmずつ食べる。

　　　食べ始めてからからｘ秒後のソーセージの長さをｙcmとする。

（４）１辺ｘcm の正方形の面積をｙcm
2 
とする。

－基礎演習22 次の文章中のyをxの式で表しなさい

一次関数　ｙ＝２ｘ－５の傾きと切片を求め、グラフをかきなさい。

一次関数　ｙ＝－３ｘ＋４の傾きと切片を求め、グラフをかきなさい。

一次関数　ｙ＝　　 ｘ－３の傾きと切片を求め、グラフをかきなさい。
３
２

－

－基礎演習24 次の問題を解きなさい

（１）

（２）

（３）

2. 一次関数の式とグラフ
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－基礎演習25 次の一次関数の式を求め、グラフをかきなさい。（７）は式だけでよい。

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

（６）

（７）右のグラフ①～⑤の式を求めよ

点（１，５）を通り，傾き４の直線

点（－３，３）を通り，傾き　　の直線

点（－４，５）を通り，直線　ｙ＝ｘ－７　に平行な直線

点（－２，－３）を通り，切片が５の直線

２点（１，２）と（３，５）を通る直線

２点（－３，１）と（５，３）を通る直線

３
1

－

（１）xの変域を－２≦ｘ≦３として、ｙ＝２ｘ＋４ のグラフをかきなさい。

（２）また、このときのｙの変域を求めよ。

（３）ｙ＝－３ｘ＋３ のグラフをかき、－２≦ｘ≦３のときのｙの変域を求めよ。

（４）ｙ＝ｘ－３ でｘ≦２のときのｙの変域をグラフをかいて求めよ。

－基礎演習26 次の問題を解きなさい

（１）５ｘ＋３ｙ＝１５　について、ｙ＝～の形になおし、グラフをかきなさい

（２）６ｘ－３ｙ＝１８　について、ｙ＝～の形になおし、グラフをかきなさい

（３）４ｘ＝１２　について、グラフをかきなさい

（４）６ｙ＝２４　について、グラフをかきなさい

3. 二元一次方程式のグラフ

－基礎演習27 次の問題を解きなさい

①　ｙ＝ｘ－４

②　ｙ＝３ｘ－４

①　２ｘ＋ｙ＝４

②　ｘ＋３ｙ＝－３

（１）

（３）

4.２直線の交点

－基礎演習28 次の２つの直線①と②の交点の座標を求めなさい

①　ｙ＝ｘ－１

②　ｙ＝－２ｘ－７

①　ｙ＝４ｘ＋１４

②　ｙ＝－６

（２）

（４）

0

y

x

10

-10

10-10

　①②

③

④

⑤
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5. 一次関数の利用

－基礎演習29 線分ＡＢの長さを求めよ。

(1) Ａ(２,３), Ｂ(２,８) 　(2) Ａ(１,－３), Ｂ(５,－３)　(3) Ａ(－８,１), Ｂ(－３, １)　

(4) Ａ(５, －３), Ｂ(５, ５)

0

ｙ

ｘ

ｎ

ℓ

ｍ
Ａ Ｂ

0

ｙ

ｘ

ℓ

ｍ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

0

ｙ

ｘＡ Ｂ

ｙ＝２ｘ－６

Ｐ

－基礎演習30 次の問題を解け

右の図で直線ℓはｙ＝－２ｘ＋４、ｍはｙ＝２ｘ－６、ｎはｙ＝ｔ である。

ℓとｎの交点をＡ,ｍとｎの交点をＢとする。

線分ＡＢの長さが７になるときのｔの値を求めよ。

ただしｔ＞0 である。

－基礎演習31 次の問題を解け

ｌはｙ＝－２ｘ＋１５、ｍはｙ＝ｘのグラフである。

直線ｍ上に点Ａ、直線ℓ上に点Ｄ、ｘ軸上に点Ｂと点Ｃをとる。

四角形ＡＢＣＤが正方形になるときの点Ｄの座標を求めよ。

－基礎演習32 次の問題を解け

右図で点Ｐはｙ＝２ｘ－６ のグラフ上にあり、ｙ座標が正の点である。

ｙ＝2ｘ－６ のグラフとｘ軸との交点をＡとし、ｘ軸上に点Ｂ(９,０)

をとる。

△ＰＡＢの面積が１２になるときのＰの座標を求めよ。
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－基礎演習33 次の問題を解け

右図で点Ｐはｙ＝ｘ＋６ のグラフ上の点である。

ｙ＝ｘ＋６ のグラフとｘ軸との交点をＡとし、

ｘ軸上に点Ｂ(３,０)をとる。

△ＰＡＢの面積が３６となるときのＰの座標を求めよ。

ただしＰのｙ座標は正とする。

0

ｙ

ｘＡ Ｂ

ｙ＝ｘ＋６

Ｐ

0

ｙ

ｘ

Ａ

ＢＰ

0

ｙ

ｘ

Ａ

Ｂ

Ｐ

ℓ

Ｃ

－基礎演習34 次の問題を解け

右図でＡ(４,５), Ｂ(５,０)である。

ｘ軸上のＢより左側に点Ｐをとる。

△ＡＰＢの面積が２０になるときの

Ｐの座標を求めよ。

－基礎演習35 次の問題を解け

右図でｌは傾きが正の直線である。点Ａはｙ軸上の点で座標は(０,４)、

Ｃは直線ℓ上の点で座標は(３,１)、Ｂは直線ℓとｙ軸との交点である。

△ＡＢＣの面積が９となるとき次の問に答えよ。

(１) Ｂの座標を求めよ。

(２) 直線ℓの式を求めよ。

(３) 直線ℓ上のＢとＣの間に点Ｐをとる。

△ＡＰＣの面積が３になるときのＰの座標を求めよ。

－基礎演習36 次の問題を解け

右図でＡ(２,９)、Ｂ(５,４)、Ｃ(１０,３)である。

四角形ＡＢＣＤは平行四辺形である。

（１）Ｄの座標を求めよ。

（２）点(４,２)を通り四角形ＡＢＣＤの面積を二等分する

　　　直線の式を求めよ。

（３）傾き－１で四角形ＡＢＣＤの面積を二等分する直線の

　　　式を求めよ。

0

ｙ

ｘ

Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ
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6. 移動する点と図形の面積

－基礎演習37 次の問題を解け

点ＰはＡＢ＝１０cm、ＢＣ＝１４cmの長方形ＡＢＣＤの頂点Ａを出発して毎秒２cmで

Ａ→Ｂ→Ｃ→Ｄと進むものとする。出発してからｘ秒後の△ＡＰＤの面積をｙcm
2
 とする。

（１）ｘ秒間で点Ｐは何cm 進むか。

（２）図１のように点Ｐが辺ＡＢ上にあるとき

　　　①ｘの変域を求めよ。

　　　②△ＡＰＤでＡＤを底辺として考えるとき

　　　　ア) 底辺の長さを求めよ。

　　　　イ) 高さをｘの式で表せ。

　　　③△ＡＰＤの面積ｙをｘの式で表せ。

（３）図２のように点Ｐが辺ＢＣ上にあるとき、△ＡＰＤの面積を求めよ。

（４）図３のように点Ｐが辺ＣＤ上にあるとき、△ＡＰＤの面積ｙをｘの式で表せ。

（５）ｘ＝３のときのｙの値を求めよ。

（６）ｙ＝５６のときのｘの値を求めよ。

（７）△ＡＰＤの面積と時間の関係を

　　　グラフで表しなさい。

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

10cm

14cm

Ｐ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｐ

Ａ

Ｂ
Ｃ

－基礎演習38 次の問題を解け

ＡＢ＝１０cm、ＢＣ＝２０cmの長方形ＡＢＣＤにおいて点Ｐが頂点Ａを出発して

毎秒１cmの速さでＡ→Ｂ→Ｃ→Ｄと進むとする。

出発してからｘ秒後の△ＡＰＤの面積をｙcm
2
とする。△ＡＰＤの面積が６０cm

2
になるのは何秒後か。

すべて求めなさい。

－基礎演習39 次の問題を解け

右図はＡＢ＝１２㎝、ＢＣ＝２４㎝、∠ＡＢＣ＝９０°の直角三角形である。

点Ｐは頂点Ａを出発して毎秒１㎝でＡ→Ｂ→Ｃと進む。

ＰがＡを出発してからｘ秒後の△ＡＰＣの面積をｙ㎝
2
とする。

△ＡＰＣの面積が３６㎝
2
 になるのは

Ｐが出発してから何秒後か。

図１ 図２

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｐ

図３

0

y

x

25

50

5 10 15
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－基礎演習40 次の問題を解け

Ａ君の家から駅まで３㎞離れている。Ａ君は１１時に家を出て駅に１１時５０分に着いた。

Ａ君が家を出てからの時間をｘ分、家からの距離をｙｍとするとき以下の問いに答えよ。

(1) Ａ君が家を出るときのｘとｙの値を求めなさい。

(2) Ａ君が駅に着いたときのｘとｙの値を求めなさい。

(3) (1),(2)よりＡ君が家から駅に向かうまでの一次関数の式を求めなさい。 (ｘの変域も書くこと)

(4) 分速１８０ｍで１１時１８分にＢさんが駅からＡ君の家に自転車で向かった。

　　①　Ｂさんが駅を出るときのｘとｙの値を求めなさい。

　　②　Ｂさんが駅からＡ君の家に向かうまでの一次関数の式を求めなさい。(変域は不要)

　　③　ＢさんとＡ君の出会った時刻を求めなさい。

－基礎演習41 次の問題を解け

兄は９:００に家を出て、家から１６００ｍ離れた学校までを往復した。

学校に着いたらすぐに引き返し、行き帰りとも一定の速さ、毎分８０ｍで歩いた。

９:００からｘ分後、家からの兄の距離をｙｍとして以下の問に答えよ。

(1) 兄が学校に着いた時刻を求めよ。

(2) 弟が学校から家へ帰ってきた。学校を９:１１に出て、家には９:２７についた。

　　このとき兄と弟が途中ですれ違った時刻と場所を求めよ。

(3) 姉も学校から家へ帰ってきた。途中で家から学校へ向かう兄と９:１６にすれ違い

　　学校から家へ向かう兄に９:３６に抜かれた。姉が家へついたのは何時何分何秒か求めよ。

－基礎演習42 次の問題を解け

ある海賊が１２:００に監獄島を脱出し１３:００に海軍本部にたどり着いた。海軍大将は１２:３０に海軍本部

を出て毎分２４０ｍで監獄島へ向かった。海軍本部へ向かう海賊と監獄島へ向かう海軍大将は１２:４８にすれ

違った。

海賊が監獄島を出てからの時間をｘ分、監獄島からの距離をｙｍとして以下の問いに答えよ。

(1) 海賊が海軍本部にたどり着くまでのグラフを書きなさい。（なお変域は０≦ｘ≦６０とする）

(2) 海賊と海軍大将がすれ違ったのは監獄島から何ｍの地点ですか。

(3) 監獄島から海軍本部までの距離は何ｍですか。

(4) 海軍大将が監獄島へ着く時刻を求めなさい。

(5）海軍本部に到着した海賊は１０分間黙祷をしてから監獄島に仲間を助けに戻った。

　　海軍大将に追いつくのは何時何分で海軍本部から何ｍ地点ですか。なお海賊は海軍から逃げるために

　　来るときの　　倍のスピードを出した。

0

y

x
監獄島

海軍本部

10 20 30 40 6050

３
４



第4章　図形の調べ方

1. 平行線と角

－基礎演習43 ∠ｘを求めよ。（下図においてℓとｍは平行である）
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（１）

60°

ｘ

ℓ

ｍ

（２）

120°

ｘ
ℓ

ｍ

（３）

70°

ｘ
ℓ

ｍ

（４）
50°

ｘ

80°

ℓ

ｍ

（５）

ｘ

15°

40°

ℓ

ｍ

（６）

ｘ

20°

50°

ℓ

ｍ

（７）

ｘ

30°

120°

160°

ℓ

ｍ

（８）

ｘ

80°

40°

10°

ℓ

ｍ

（９）

ｘ

135°

160°

95°

ℓ

ｍ

（１０）

ｘ

160°

30°

30° ℓ

ｍ

（１１）

ｘ

50°

30°

60°
ℓ

ｍ

（１２）

ｘ

110°

50°

150°

（１）

ｘ

70° 30°

（２）

ｘ

75°

45°

（３）

ｘ135°

40°

（４）

ｘ

45°

60°

45°

25°

ℓ

ｍ

（５）

60°

ｘ

（６）

ｘ

65°

25°
40°

（７）

ｘ

40°

135°

20° 19°

（８）

ｘ

°
120°

×

°
×

2. 三角形の内角・外角

－基礎演習44 ∠ｘを求めよ。（下図においてｌとｍは平行である）



（４）
Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ Ｅ
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3. 多角形の内角・外角

－基礎演習45 次の問いに答えよ

(２) 六角形の内角の和は何度か。

(４) 内角の和が１２６０°になるのは何角形か。

(６) 正六角形の１つの内角は何度か。

(８) 多角形の外角の和は何度か。

(１０) 正二十角形の１つの外角は何度か。

(１２) １つの内角が１７１°の正多角形は何角形か。

（１）

ｘ
87°

65°80°

（２）

ｘ

135°

100°
80°

（３）

ｘ
110°

65°

60°
（４）

ｘ

100°

110°

60°

80°

（１） Ａ

Ｂ Ｄ

Ｃ （２） Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

（３） Ａ

Ｂ Ｃ Ｄ

Ｅ

（１）
Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

3cm

7cm

3cm （２）

15°

25°

9cm

15°

25°

9cm

（３）

7cm

6cm

5cm

7cm

5cm

6cm

－基礎演習46 ∠ｘを求めよ。

4. 三角形の合同

－基礎演習47 以下の（１）～（４）には合同な三角形が１組ずつある。そのとき対応を考えながら、

≡の記号を使って表せ。また、∠ＡＢＣに対応する角と、辺ＡＢに対応する辺を求めよ。

－基礎演習48 以下の３組の三角形は合同である。そのとき対応を考えながら、≡の記号を使って表せ

また、そのときの合同条件を書きなさい。

Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

(１) ｘ角形の内角の和を求める式を書きなさい。

(３) 十七角形の内角の和は何度か。

(５) 内角の和が２３４０°になるのは何角形か。

(７) 正八角形の１つの内角は何度か。

(９) 正十角形の１つの外角は何度か。

(１１) １つの外角が２°の正多角形は何角形か。
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－基礎演習49 ２つの三角形が以下の条件が満たされているとき、合同であることを証明せよ

（１）ＡＤ＝ＣＤ、ＡＢ＝ＣＢ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

（２）ＡＣ//ＥＤ、ＢはＡＥの中点である

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ Ｅ

（３）∠ＢＡＥ＝∠ＢＣＤ、ＢＡ＝ＢＣ

Ａ

Ｂ

Ｃ Ｄ

Ｅ

Ａ

Ｂ Ｃ

ＤＥ

（４）ＡＢ＝ＡＣ、∠ＡＢＤ＝∠ＡＣＥ
（三角形ＡＢＤと三角形ＡＣＥの合同を証明）

（１）∠ＡＢＤ＝∠ＣＢＤ、∠ＡＤＢ＝∠ＣＤＢのとき、

　　　ＡＤ＝ＣＤとなることを証明せよ。 Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

（２）ＥＣ＝ＤＢ、ＥＢ＝ＤＣのとき、

　　　∠ＥＣＢ＝∠ＤＢＣとなることを証明せよ。

Ａ

Ｂ Ｃ

ＤＥ

－基礎演習50 次のことを三角形の合同を証明することにより、証明せよ

4. 証明とその仕組み

5. 合同条件を使った証明



（３）ＡＣ//ＥＤ、ＢはＡＥの中点であるとき、

　　　ＡＣ＝ＥＤとなることを証明せよ。
Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ Ｅ

（４）ＡＥ＝ＡＤ、ＡＢ＝ＡＣであるとき

　　　ＥＣ＝ＤＢとなることを証明せよ。

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

（５）∠ＢＡＣ＝∠ＤＡＣ、∠ＤＢＡ＝∠ＤＣＡ、ＡＥ＝ＡＤであるとき

　　　ＡＢ＝ＡＣであることを証明せよ。

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

（６）ＡＤ//ＢＣ、ＢＨ＝ＡＤ、ＢＧ＝ＥＤのとき

　　　ＡＣ//ＦＨであることを証明せよ。

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｅ
Ｇ

Ｈ

Ｆ

19
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1. 二等辺三角形・正三角形

－基礎演習51 次のことを三角形の合同の証明より証明せよ

（１）ＡＢ＝ＡＣの二等辺三角形において、辺ＢＣの中点をＤとするとき

　　　二等辺三角形の底角は等しいという性質を証明せよ（∠ＡＢＤ＝∠ＡＣＤ）

（２）ＡＢ＝ＡＣの二等辺三角形において、ＡＤが∠ＢＡＣの

　　　２等分線であるとき

　　　二等辺三角形の頂角の二等分線は、底辺を垂直に２等分する

　　　ということを三角形の合同の証明より証明せよ。

Ａ

Ｂ Ｃ
Ｄ

ヒント

①△ＡＢＤ≡△ＡＣＤを証明

②∠ＡＤＢ＝∠ＡＤＣ

③∠ＡＤＢ＋∠ＡＤＣ＝１８０°

（１）

70°

ｘ

（３）

110°ｘ

（４） （５）

27°

ｘ

38°

ｘ

（６）

。
。

ｘ

（７） ℓ//ｍ

ℓ

ｍ

ｘ

30°

40°
ｘ

80°

（８）

（９）

ｘ

（２）

ｘ

－基礎演習52 次の∠ｘを求めよ。なお○は等しい辺を表している。

（10）

ｘ

＞

＞

＞

＞

第5章　図形の性質と証明
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－基礎演習53 二等辺三角形や正三角形の性質を用いて証明せよ

（１）三角形ＡＢＣはＡＢ＝ＡＣの二等辺三角形である。ＢＤ＝ＣＥならば

　　　ＡＤ＝ＡＥとなることを証明せよ。

（２）三角形ＡＣＤと三角形ＢＣＥは正三角形であるとき

　　　△ＡＢＣ≡△ＤＥＣを証明せよ。

ℓ

ｍ

Ａ

Ｂ Ｃ
Ｄ Ｅ

Ａ

Ｂ

Ｃ Ｄ

Ｅ

（３）二等辺三角形ＡＢＣにおいて、ＢＤ＝ＣＥであるとき

　　　三角形ＦＢＣが二等辺三角形であることを証明せよ。
Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ Ｅ
Ｆ

（４）直線 ℓと ｍ は平行であり、三角形ＡＢＣはＢＣ＝ＡＣの二等辺三角形でありＡＤは

　　∠ＣＡＥの角の２等分線となっている。このときＢＣ＝ＣＤであることを証明せよ。

Ａ

Ｂ

Ｃ Ｄ

Ｅ
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2. 直角三角形の合同

－基礎演習54 直角三角形の性質を用いて証明せよ

（１）ＡＢ＝ＣＢ、∠ＢＡＤ＝ＢＣＤ＝９０°のとき

　　　ＡＤ＝ＣＤとなることを証明せよ。

（２）三角形ＡＢＣで頂点Ｂから辺ＡＣに垂線をおろし、その交点を

　　　Ｅとする。また、頂点Ｃから辺ＡＢに垂線をおろし、その交点を

　　　Ｄとする。さらにＢＤ＝ＣＥであるとき、ＡＤ＝ＡＥを証明せよ。

（４）∠Ａ＝９０°の直角三角形において

　　　ＢＣ＝ＢＡ、ＥＣ⊥ＣＤのとき、∠ＡＢＥ＝∠ＣＢＥを証明せよ。

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ Ｅ
Ｆ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

（３）ＢＤは長方形ＡＢＣＤの対角線であり、∠ＡＥＢ＝∠ＣＦＤ＝９０°であるとき

　　　ＢＦ＝ＤＥとなることを証明せよ。
Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ａ

Ｂ Ｃ Ｄ

Ｅ

（５）三角形ＡＣＥは直角二等辺三角形であり、∠ＡＢＣ＝∠ＣＤＥ＝９０°のとき

　　　ＡＢ＋ＤＥ＝ＢＤであることを証明せよ。

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ
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3. 平行四辺形になるための条件

－基礎演習55 次の問いに答えよ

（１）平行四辺形ＡＢＣＤにおいて、対角線ＡＣ上にＡＥ＝ＣＦと

　　　なるように点Ｅ、点Ｆをとる。

　　　このとき、四角形ＢＦＤＥは平行四辺形であることを

　　　証明せよ。

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

（１）平行四辺形になるための条件を５つ書きなさい。

（２）長方形、ひし形、正方形の対角線は性質にどのような違いがあるか書きなさい。

（２）平行四辺形ＡＢＣＤにおいて、点Ｅは辺ＡＤの、点Ｆは

　　　辺ＢＣの中点のとき、四角形ＢＦＤＥは平行四辺形

　　　であることを証明せよ。

（３）平行四辺形ＡＢＣＤにおいて、ＡＥ＝ＣＦとなるように

　　　Ｅ、ＦをＡＢ上、ＣＤ上にとる。このとき四角形ＥＢＦＤは

　　　平行四辺形であることを証明せよ。

（４）三角形ＡＢＣはＡＢ＝ＡＣの二等辺三角形であり、辺ＢＣの中点をＥ、

　　　辺ＡＣの中点をＦとする。さらにＥＦの延長線上にＤはあり、ＥＦ＝ＦＤ

　　　であるとき四角形ＡＥＣＤが長方形であることを証明せよ。 Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

－基礎演習56 次のことを証明せよ

Ａ

Ｂ

Ｃ

ＤＥ

Ｆ
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4. 平行四辺形の性質

－基礎演習57 次の平行四辺形の∠ｘを求めよ

（２）

25°

ｘ

70°

（１）

ｘ

60°

（３）

。 120°

ｘ

。 20°

（４）

60° ｘ 30°

（１）ひし形ＡＢＣＤにおいて、頂点Ａから辺ＢＣ、ＤＣにおろした垂線の

　　　交点をそれぞれＥ、Ｆとするとき

　　　三角形ＡＥＦが二等辺三角形であることを証明せよ。

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ Ｆ

（２）平行四辺形ＡＢＣＤにおいて、ＡＢの延長線上にＥ、ＡＤの延長線上に

　　　Ｆをとり、その交点をＧ、Ｈとした。

　　　そのとき、ＢＧ＝ＤＦであるなら、三角形ＥＢＧと

　　　三角形ＨＤＦが合同であることを証明せよ。

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

（３）平行四辺形ＡＢＣＤにおいて、点Ａから辺ＢＣに直線を引き、交点をＥとした。

　　　また、ＡＢ＝ＡＥであったとき、三角形ＡＢＣと三角形ＥＡＤが合同であることを

　　　証明せよ。　　 Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｅ

（４）平行四辺形ＡＢＣＤにおいて、ＢＣを１辺とする正三角形ＢＣＥをつくり

　　　さらにＤＣを１辺とする正三角形ＤＣＦをつくる。

　　　このときＡＥ＝ＡＦとなることを証明せよ。

Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

－基礎演習58 次のことを証明せよ
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5. 平行線と面積

－基礎演習59 次の①～④の三角形の面積を求めよ。（ ℓ//ｍ ）

なおこれらの三角形の底辺は4ｃｍである。

（１）三角形ＡＢＣで、ＡＢ//ＤＥであるとき、三角形ＡＣＥと面積が等しいのは

　　　どの三角形か。

（２）平行四辺形ＡＢＣＤにおいて、ＢＤ//ＥＦであるとき、

　　　△ＢＥＤと面積の等しい三角形を３つ答えよ。

ℓ

m

①
② ③

④

4ｃｍ

2ｃｍ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

（３）平行四辺形ＡＢＥＦにおいて、次の問いに答えよ

　　　①△ＡＤＦと面積が等しい三角形を求めよ。

　　　

　　　②△ＡＢＤと面積が等しい三角形を求めよ。

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ Ｅ

Ｆ

－基礎演習60 次の問題を解きなさい



6. 内接円と外接円

－基礎演習61 次の問題を解きなさい

右の図で、三角形ＡＢＣの３つの辺に接する円の中心Ｏは、

３つの内角の二等分線の交点であることを証明しなさい。

－基礎演習62 次の問題を解きなさい

右の図で、△ＡＢＣの３つの頂点を通る円の中心Ｏは、

３辺の垂直二等分線の交点であることを証明しなさい。
Ａ

Ｂ Ｃ

・
Ｏ

・

Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｏ

26



1. 確率の意味

第6章　確率

（1）表を完成させなさい。

（2）この画びょうの上向きになる確率はどのくらいと考えられますか。

－基礎演習64 次の問いに答えよ

ある１個の画びょうを繰り返し４００回投げて針が上向きになる回数を調べたところ、下の表のようになりました。

次の問いに答えなさい。

10     20    50    100   200    300   400

 6     13　　   　　63   132　　      268

            0.68                0.67

 投げた回数

上向きの回数

上向きの割合

2. 確率の求め方

（1）樹形図を完成させなさい。

（2）表が２枚出る確率を求めなさい。

－基礎演習65 次の問いに答えよ

３枚のコインＡ、Ｂ、Ｃを同時に投げるとき、表を○、裏を×で表し、表裏の出方を調べ樹形図に表します。

次の問いに答えなさい。
Ａ　　　　Ｂ　　　　Ｃ

○

Ａ　　　　Ｂ　　　　Ｃ

×
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（1）表を完成させなさい。

（2）このコインの表が出る確率はどのくらいと考えられますか。

－基礎演習63 次の問いに答えよ

ある１枚のコインを繰り返し１００回投げて、表の出る数を調べたところ、下の表のようになりました。

次の問いに答えなさい。必要ならば小数第三位を四捨五入してもよい。

 投げた回数

表の出た回数

表の出た割合

10    20    40    60    80    100

0.58 0.59

5    11　　23　　36　　47　　 59　
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（1）この中から１枚のカードを引くときに偶数が出る確率を求めなさい。

（2）この中から２回連続でカードを引くとき、２回とも奇数が出る確率を求めなさい。ただし、１回目に引いた

　　カードはもとにもどさない。また、下の樹形図を完成させなさい。

－基礎演習66 次の問いに答えよ

１～４までの数字が書かれたカードがあります。

次の問いに答えなさい。

（1）１つのさいころを２回続けて投げるときに、次の確率を求めなさい。

　　①２回とも１が出る確率

　　②２回とも同じ目が出る確率

　　③出る目の数の和が８以上になる確率

　　④出る目の数の和が６にならない確率

　　⑤１回目に２以下の目が出て、２回目に３以下の目が出る確率

（2）４本のうち、あたりが２本入っているくじがあります。

　　このくじを２本引くとき、次の確率を以下のＡ、Ｂ２つの場合について求めなさい。

　Ａ：２本同時にくじを引く場合

　Ｂ：１本目に引いたくじをもとにもどしてから、２本目を引く場合

－基礎演習67 次の問いに答えよ

１回目　　２回目

１

１回目　　２回目

２

１回目　　２回目

４

１回目　　２回目

３

①２本ともあたりである確率

②あたりとはずれが１本ずつである確率



3. 確率の範囲

－基礎演習68 次の問いは何通りあるか答えよ

29

（１）サイコロひとつを投げるとき、目の出方は何通りあるか。

（２）大小２つのサイコロを投げるとき、目の出方は何通りあるか。

（３）Ａ，Ｂ，Ｃの３文字を書いた３枚のカードを左から順に並べるとき、何通りの並べ方があるか。

（４）０、１、２、３の数字を書いたカードが４枚ある。これを並べて２桁の数をつくるとき、

　　　何通りの数ができるか。

（５）Ａ地点からＢ地点への行き方は全部で３通りある。Ｂ地点からＣ地点への行き方は全部２通り

　　　あるとき、Ａ地点からＢ地点を経由してＣ地点への行き方は全部で何通りあるか。

－基礎演習69 次の問いは何通りあるか答えよ

（１）１～４までの数字を書いたカードが４枚あるとき、順番に２枚取り出してできる２桁の数は何通りか。

（２）１～４までの数字を書いたカードが４枚あるとき、同時に２枚取るなら何通りの取り出し方があるか。

（３）１～４までの数字を書いたカードが４枚ある。この中から同時に３枚取り出して３数の和を

      考えるとき、和が偶数になるのは何通りあるか。ただし数字の順番は問わない。

　　　例えば（1、2、3）と（1、3、2）は同じ組み合わせとする。

（４）１～４までの数字を書いたカードが４枚ある。この中から同時に３枚取り出して３数の和を

　　　考えるとき、和が３の倍数になるのは何通りあるか。ただし数字の順番は問わない。

　　　例えば（1、2、3）と（1、3、2）は同じ組み合わせとする。

（５）１円、５円、１０円、５０円の４種類のコインが１枚ずつある。

　　　この中から２枚のコインを選ぶとき、何通りの金額ができるか。
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4. サイコロの確率

－基礎演習70 次の確率を求めよ

（１）１つのサイコロを１回投げるとき

　　　①２の目が出る確率を求めよ。

　　　②偶数の目が出る確率を求めよ。

　　　③４以上の目が出る確率を求めよ。

　　　④８の目が出る確率を求めよ。

　　　⑤６の約数が出る確率を求めよ。

（２）１つのサイコロを２回連続で投げるとき

　　　①２回とも６の目が出る確率を求めよ。

　　　②１回目に２以下の目が出て、２回目に４以上の目が出る確率を求めよ。

（３）Ａ、Ｂ、２つのサイコロを同時に投げるとき

　　　①出た目の積が奇数になる確率を求めよ。

　　　②出た目の和が１０以上となる確率を求めよ。

　　　③ＡのサイコロとＢのサイコロの目が同じになる確率を求めよ。

（４）Ａ、Ｂ、２つのサイコロを同時に投げ、Ａの目をｘ、Ｂの目をｙとして

　　　点Ｐ（ｘ,ｙ）とするとき

　　　①点Ｐが　ｙ＝２ｘ-1　上にある確率を求めよ。

　　　②点Ｐが（１,６）、（５,２）と原点を頂点とする三角形の内部にある確率を求めよ。

　　　ただし三角形の辺や頂点の上は内部ではないものとする。

0

y

x

（１,６）

（５,２）

5. コインの確率

－基礎演習71 次の確率を求めよ

（１）１枚のコインを２回連続で投げるとき

　　　①２回とも表が出る確率を求めよ。

　　　②表と裏がそれぞれ１回出る確率を求めよ。

　　　③１回目に表、２回目に裏が出る確率を求めよ。

（２）３枚のコインを同時に投げるとき

　　　①すべて裏となる確率を求めよ。

　　　②表が２枚、裏が１枚となる確率を求めよ。

（３）４枚のコインを同時に１回投げるとき

　　　①すべて表になる確率を求めよ。

　　　②少なくとも１枚表が出る確率を求めよ。
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6. カードの確率

－基礎演習72 次の確率を求めよ

（１）１～４までの数字のカードが入った箱からカードを同時に２枚取り出すとき

　　　①２枚とも偶数となる確率を求めよ。

　　　②１枚は偶数で，１枚は奇数となる確率を求めよ。

　　　③２枚の和が４となる確率を求めよ。

　　　④２枚の積が偶数となる確率を求めよ。

（２）Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅのカードを一列に並べ替えるとき

　　　①左端にＡ、右端にＥをおいて、残りを箱に入れ、出てきた順に並べ、Ｃが真ん中となる確率を求めよ。

　　　②ＡとＢのカードをノリでくっつけたとき、全部箱に入れ、出てきた順に並べ

　　　　Ｄが左端となる確率を求めよ。

      ③両端にＣ、Ｄがくる確率を求めよ。

（３）１～５までの数字を書いたカードが５枚ある。よくきって１枚ずつ２枚取り出して、取り出した

　　　順に左から並べて２桁の整数をつくるとき、できた整数が４の倍数となる確率を求めよ。

7. 球の確率

－基礎演習73 次の確率を求めよ

（１）Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄと書かれた球が袋に入っていて、そこから同時に２個の球を取り出すとき

　　　①１つはＣである確率を求めよ。

　　　②２個ともＢではない確率を求めよ。

（２）赤色の球が２個、白色の球が３個、青色の球が１個入った袋から同時に２個の球を取り出すとき

　　　①２個とも赤となる確率を求めよ。

　　　②１個は青で、１個は白となる確率を求めよ。

　　　③少なくとも１個は白となる確率を求めよ。

　　　④２個とも同じ色となる確率を求めよ。

　　　⑤２個ともちがう色となる確率を求めよ。

（３）赤色の球が２個、白色の球が３個、青色の球が１個入った袋から１個ずつ２個の球を取り出すとき

　　　（ただし、取った球は戻さないものとする）

　　　①１個目が赤、２個目が白の確率を求めよ。

　　　②１個目が青、２個目が白の確率を求めよ。

（４）赤色の球が１個、白色の球が２個、青色の球が２個入った袋から１個取り、それを袋に戻して

　　　また１個の球を取り出すとき

　　　①１個目が青、２個目が赤の確率を求めよ。

　　　②１個目が赤、２個目も赤の確率を求めよ。

　　　③２個とも違う色になる確率を求めよ。
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8. いろいろな確率

－基礎演習74 次の確率を求めよ

（１）Ａ、Ｂ、Ｃの３人でじゃんけんを１回するとき、次の確率を求めよ

　　　①あいこになる確率を求めよ。

　　　②Ｃだけが負ける確率を求めよ。

　　　③２人に勝てば２点、１人に勝てば１点ずつ、あいこなら０点とするとき

　　　　Ａ君が２点とる確率を求めよ。

（２）１回５００円のくじ引きがある。

　　　くじは全部で５本あり、当たると１０００円もらえるくじが１本、５００円もらえるくじが２本ある。

　　　このくじを１本引いて、当りならもう１回だけ引けるものとするとき

　　 （３回引くことはできない、くじは引いた後にもどさない）

　　　①差し引き１０００円儲ける確率を求めよ。

　　　②損も得もしない確率を求めよ。

（３）男子３人(大輔、晴人、真之)と女子４人(友香、千夏子、理子、泉美)の中から委員を２人抽選で選ぶ。

　　　①大輔が選ばれる確率を求めよ。

　　　②２人とも女子になる確率を求めよ。

　　　③男女１名ずつ選ばれる確率を求めよ。

　　　④この抽選が委員長、副委員長を選ぶものだとすると理子が委員長になる確率を求めよ。

（４）箱の中に３cmの棒が３本、２cmの棒が１本、１cmの棒が２本あり、同時に３本を取り出すとき

　　　①その３本の棒を並べて、正三角形がつくれる確率を求めよ。

　　　②その３本の棒を並べて、二等辺三角形がつくれる確率を求めよ。

　　　③その３本の棒を並べて、三角形がつくれない確率を求めよ。

（５）部屋に４人でいるとき、外が暗くなってきたので電気をつけることにした。スイッチのところに行くと

　　　２４個のスイッチがあり、誰もこの部屋のスイッチかどれかわからないが、どれか一つがこの部屋の

　　　スイッチであることはわかっている。そこで、最初にＡさんがそのスイッチを１つ押したところ、電気

　　　はつかなかった。その後、他のみんなもスイッチを順番に１つずつ押したところ、誰もつかなかった。

　　　そうやって順番にスイッチを押していき、Ａさんが４回目にスイッチを押す番がまわってきた。

　　　そのとき部屋の電気がつく確率を求めよ。
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1. 式の計算

－応用演習1 次の問いに答えなさい

図のように上下左右に並んだ５つの数について中心を除く

４つの数の和が４の倍数になることを説明しなさい。
日

7

14

21

28

月

1

8

15

22

29

火

2

9

16

23

30

水

3

10

17

24

31

木

4

11

18

25

金

5

12

19

26

土

6

13

20

27

－応用演習3 次の問いに答えなさい

（2）ｘ＝－、ｙ＝－－のとき、６ｘ２ｙ÷（－３ｙ２）×９ｘ２ｙ２の値を求めなさい。
１

３

３

２

（3）Ｘ＝２ｘ－３ｙ＋２、Ｙ＝３ｘ－５ｙ－３のとき、２｛３Ｘ－２(Ｙ－Ｘ)｝を計算しなさい。

（4）ｘ＝－、ｙ＝－－のとき、４ｘ２ｙ２÷（－ｘｙ)２×－ｘ３ｙの値を求めなさい。

（5）１２a－７b＝４のとき、  　　－　　　　－         の値を求めなさい。

（6）

３

10

２

７

１

３

２

７

－応用演習2 次の計算をしなさい

（1）  (ｘ＋４ｙ－２）－   (ｘ＋３ｙ－５）

（2）　　　　　　－　　　　　－ｘ
７ｘ－５ｙ

　　３

ｘ－６ｙ

　２

（1）ｘ＝３、ｙ＝－５のとき、ｘ－ｙ２の値を求めなさい。

３

４
－

２

３
－ （3）０.６ｘｙ２÷１.６ｘｙ×(０.８ｘ)2

 

 (4) -４ｘ2ｙ×(-２ｘｙ2)
3
÷(-６ｘ3ｙ)2

x-y

２xy-x+y

３a－b
２

２b－１
３

３－２a
４

１
y

１
x － ＝２のとき、        の値を求めなさい。
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2. 連立方程式

－応用演習4 次の問いに答えなさい（公立高校入試）

　下の表は、Ａ駅からＤ駅までの４つの駅のう

ち、２つの駅の間の大人運賃を表したものであ

る。例えば、表の中の２３０は、大人１人について

Ａ駅とＣ駅の間の運賃が２３０円であることを表して

いる。

　次の（１）、（２）に答えなさい。

（１）大人１人について、Ａ駅とＢ駅の間の運賃と

　　　Ｂ駅とＤ駅の間の運賃合計は、Ａ駅とＤ駅の

　　　間の運賃よりもいくら高くなるか。求めなさい。

（２）Ｃ駅で降りた大人２３人について調べてみると、Ｂ駅から乗ってきた人は８人であり、他の人

　　　は、Ａ駅またはＤ駅から乗ってきたことがわかった。また、この２３人の運賃の合計は

　　　３９００円であった。

　　　　このとき、Ａ駅から乗ってきた人をｘ人、Ｄ駅から乗ってきた人をｙ人として、ｘ、ｙにつ

　　　いての連立方程式をつくり、Ａ駅、Ｄ駅から乗ってきた人の数を、それぞれ求めなさい。

Ｃ駅 140

Ｄ駅

Ｂ駅 180 200

Ａ駅 200 230 320

（単位　円）

－応用演習5 次の問いに答えなさい（公立高校入試）

ある公園の入園料には、通常料金と優待料金

があり、大人と子どもの１人あたりの入園料金は、

右の表のようになっている。

　次の（１）、（２）に答えなさい

（１）大人４人が優待料金で入園するときの入園料金

　　　の合計は、大人４人が通常料金で入園するとき

　　　の入園料金の合計よりもいくら安くなるか。

　　　求めなさい

（２）この公園のある日の入園者は、大人と子どもを合わせて１５８人であり、入園料金の合計は

　　　３６０００円であった。入園者のうち、大人２６人と子ども３０人が通常料金で入園し、

　　　その他の者は優待料金で入園した。

　　　このとき、優待料金で入園した大人と子どもの人数を、それぞれｘ人、ｙ人として、ｘ、ｙについて

　　　の連立方程式をつくり、優待料金で入園した大人と子どもの人数をそれぞれ求めなさい。

通常料金 優待料金

大　人 500円 300円

子ども 200円 100円

入園料金（１人あたり）

－応用演習6 次の問いに答えなさい（公立高校入試）

Ａさんは家から２４００ｍ離れた学校に通学している。最初は分速６０ｍで歩いていたが、

途中から分速１５０ｍで走ったところ、全体で３１分かかって学校に着いた。歩いた時間と走った時間を

それぞれ求めよ。

ただし、歩いた時間をｘ分、走った時間をｙ分として、その方程式をつくってから答えなさい。



35

－応用演習7 次の連立方程式を解きなさい。

－応用演習8 次の問いに答えなさい　

あるお店では商品Ａ、Ｂを販売している。先月の販売数は商品Ａが５０個、商品Ｂが１２０個で、

商品Ａの売上金額は商品Ｂの売上金額より４８００円少なかった。

今月は、先月と比べて、商品Ａの販売数が３０％増えて、商品Ｂの販売数が２５％減ったので、

商品Ａ、Ｂの売上金額の合計は９００円減った。

このとき、商品Ａ、Ｂの値段はそれぞれいくらか、求めなさい。

－応用演習9 次の問いに答えなさい　

ＡさんとＢさんは、数直線上の原点にそれぞれ自分のコマを1つずつ置き、じゃんけんを1回行うごとに、

次のルールでコマを移動させるゲームを行った。

　・勝った方は、正の方向に３コマ進める。

　・負けた方は、負の方向に１コマ進める。

　・あいこの場合は、２人とも正の方向に１コマ進める。

このルールでじゃんけんを２０回行いゲームを終了した。

このとき、Ａさんの勝った回数をｘ回、Ｂさんの勝った回数をｙ回として次の問いに答えなさい。

（1）あいこの回数をｘとｙを用いて表しなさい。

（2）Ａさんのコマの位置をｘとｙを用いて表しなさい。

（3）Ａさんのコマは２６の位置に、Ｂさんのコマは１４の位置に移動していた。

　　ＡさんとＢさんのそれぞれ勝った回数を全て求めなさい。

　　ただし二人の勝った回数の合計はあいこの回数より少ない。

（1）｛
-０.２ｘ－０.２ｙ＝１.２

０.３ｘ－０.４ｙ＝１

（3）

５ｙ－２

４

ｘ

７
＋ ＝０

３ｙ－６

２
－ ＝-１

ｘ＋７

７｛

（2）｛
２(ｘ＋１)－(ｙ－１)＝８

３(ｘ＋１)＋(ｙ－１)＝７
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3. 一次関数

－応用演習10 次の問いに答えよ（公立高校入試）

右の図のように、点Ｐ（２，６）を通る

直線ℓと点Ｑを通る直線　ｙ＝－ｘ＋３が

点Ａ（０，３）で交わっており、線分ＰＱは

ｙ軸に平行である。また、四角形ＰＱＲＳが

正方形となるように、点Ｒ、Ｓをとる。この

とき、点Ｒのｘ座標は、点Ｑのｘ座標よりも

大きいものとする。

次の（１）、（２）に答えなさい

（１）直線ℓの傾きを求めなさい

（２）点Ｒの座標を求めなさい

0

y

x

ℓ

Ｓ

ＲＱ

Ａ

Ｐ

ｙ＝－ｘ＋３

－応用演習11 次の問いに答えよ（公立高校入試）

図１のように、深さが４６cmの同じ直方体

の形をした水そうＡ、Ｂがある。はじめ、

Ａは空で、Ｂにはいくらか水が入っていた。

この２つの水そうに、別々の給水管からそれ

ぞれ一定の割合で、同時に水を入れ始めた。

Ａ、Ｂそれぞれに水を入れ始めてからｘ分後の

水そうの底から水面までの高さをｙcmとする。

図２は、満水になるまでのｘ、ｙの関係を

グラフに表したものである。

次の（１）～（３）に答えなさい。

（１）はじめ、Ｂには底から何cmの高さまで

　　　水が入っていたか。求めなさい。

（２）Ｂの水面の高さは1分間に何cmずつ

　　　増えたか。求めなさい。

（３）ＡはＢより何分何秒早く満水になったか。求めなさい。

46cm

図１

Ａ Ｂ

0

y（cm）

x（分）6

12

46

図２

24

17
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－応用演習12 次の問いに答えよ（公立高校入試）

Ａさんの家から図書館へ行く途中に学校がある。Ａさんは、午後１時に家を出発し、一定の速さで走って

学校に向かった。学校に着いてしばらく休憩をした後、学校から図書館までは一定の速さで歩き、図書館に

着いた。下の図は、Ａさんが家を出発してからｘ分間に進んだ道のりをｙｍとして、ｘ、ｙの関係をグラフ

に表したものである。

0

y（ｍ）

x（分）
8 15 45

1200

3000図書館

学校

家

　次の（１）～（３）に答えなさい

（１）Ａさんが学校にいたのは何分間か。求めなさい。

（２）家から学校までＡさんが走った速さは、毎分何ｍか。求めなさい。

（３）Ａさんが家を出発したあと、Ａさんの兄が自転車で家を出発し、毎分２００ｍの速さで同じ道を通って

　　　図書館へ向かったところ、午後１時３５分にＡさんに追いついた。Ａさんの兄が家を出発した時刻と、

　　　Ａさんの兄が家を出発してからＡさんに追いつくまでに進んだ道のりを求めなさい。

－応用演習13 次の問いに答えよ（公立高校入試　改）

図１のように、縦２０cm、横３０cm、深さ２０cmの直方体の形をした空の水そうの中に、高さ１２cmの

直方体の鉄のおもりを入れ、水そうの底に固定しておく。

この水そうに、毎秒５０cm
3
の割合で満水になるまで水を入れる。

水を入れ始めてからｘ秒後の、水そうの底から水面までの高さをｙcmとする。

図２は、ｘ、ｙの関係を途中までグラフに表したものである。

30cm

20cm

12cm

20cm

図１

次の（１）～（３）に答えなさい

（１）図２のグラフで、ｘの変域が０＜ｘ＜８４のとき、ｙをｘの式で表しなさい。

（２）水を入れ始めてから満水となるのは何秒後か。求めなさい。

（３）満水になるまでのグラフを書きなさい。

＝　＝

0

y（cm）

x（秒）
84

12

20

図２
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－応用演習14 次の問いに答えよ　（公立高校入試）

図１のような２５ｍプールがあり、ＡさんとＢさんが、

それぞれＰ地点、Ｑ地点から同時にスタートした。

Ａさんは、最初の２０秒間は毎秒   ｍの速さ、その後は

毎秒   ｍの速さでＲ地点まで泳いだ。さらに、Ｒ地点

に着くとすぐに折り返し、毎秒   　ｍの速さで２５ｍ

泳いでＰ地点にもどった。

Ｂさんは、毎秒   mの速さで、Ｓ地点、Ｑ地点で折り返し

ながら５分間泳いだ。

図２は、スタートしてからｘ秒後の、スタート地点から

それぞれの位置までの距離をｙｍとして、ｘ、ｙの関係を

途中までグラフに表したものである。

次の（１）～（３）に答えなさい

（１）Ａさんが、Ｒ地点で折り返したときからＰ地点にもどった

　　　ときまでのｘ、ｙの関係をグラフに表しなさい。

（２）Ｂさんは、スタートしてから５分間で、全部で何回折り返したか。求めなさい。

（３）2人が最初にすれ違ったのは、スタートしてから何秒後か。求めなさい。

－応用演習15 次の問いに答えよ

図1のような四角形ＡＢＣＤにおいて、点ＰはＡ→Ｂ→Ｃ→Ｄの順に点Ａを出発して点Ｄまで

移動するものとする。また、ＡＤは１０cmであり、点Ｐの移動する速さは毎秒１cmであった。

点Ｐが出発してからｘ秒後の△ＡＰＤの面積をｙcm2として表したものが図2である。

以下の問いに答えよ。

（１）ＡＢ、ＢＣ、ＣＤの長さをそれぞれ求めよ

（２）図２においてｙ軸のａの値を求めよ

（３）点ＰがＢＣ間にあるときのｘ、ｙの関係式を求めよ。

（４）ｙの値が３０となるのは、何秒後と何秒後か。求めなさい。

Ｐ

Ｑ
Ｒ

Ｓ

図１

0

y（ｍ）

x（秒）
20 40

5

10

15

20

25

60 80 100 120 140

Ａ

Ｂ

図２

２
１

８
３

１２
５

８
５

Ａ

Ｂ

Ｃ Ｄ
0

yｃｍ
2

x（秒）
10

25

ａ

20 27

図1 図2
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－応用演習16 次の問いに答えよ（公立高校入試）

右の図のように、点Ｐ（５、３）を通る右下がりの直線

ｙ＝ａｘ＋ｂと、ｘ軸上の点Ｑとｙ軸上の点Ｒを通る直線

ｙ＝ｃｘ＋ｄがある。このとき点Ｑのｘ座標は正の数、

点Ｒのｙ座標は負の数とする。次の問いに答えなさい。

（１）ａ、ｂはぞれぞれ、正の数か、負の数のどちらか。

　　　次のア～エの中から正しい組み合わせを選び、記号で答えなさい。

　　

　　　ア　ａは正の数、ｂは正の数

　　　イ　ａは正の数、ｂは負の数

　　　ウ　ａは負の数、ｂは正の数

　　　エ　ａは負の数、ｂは負の数

（２）四角形ＯＲＱＰが平行四辺形のとき、ｃ、ｄの値をそれぞれ求めなさい。

Ｏ ｘ

ｙ

Ｐ（５,３）

Ｑ

Ｒ

－応用演習17 次の問いに答えよ（公立高校入試）

下の図のように、２直線ℓ、ｍがあり、ℓ、ｍの式はそれぞれｙ＝－ｘ＋１０、ｙ＝－ｘである。

ℓとｍの交点をＡとする。また線分ＯＡ上を動く点をＰとし、Ｐを通りｙ軸に平行な直線とℓとの交点をＱとする。

さらに、四角形ＰＱＲＳが正方形になるように２点Ｒ、Ｓをとる。ただし、Ｓのｘ座標はＰのｘ座標より

小さいものとする。

このとき、次の問いに答えなさい。

（１）点Ａの座標を求めなさい。

（２）点Ｐのｘ座標をｔとする。

　　①点Ｓがｙ軸上にあるとき、ｔの値を求めなさい。

　　②正方形ＰＱＲＳが、ある直線によって面積を１８ずつに二等分されるときｔの値を求めよ。

　　　またその直線は点(０.２、０)を通る。この直線の式を求めよ。

ｙ

Ｏ ｘ

Ｐ

ＱＲ

ℓ

ｍ

Ａ

Ｓ

４
１
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4. 図形の調べ方

－応用演習18 次の問いに答えよ（公立高校入試　改）

右の図のように、平行四辺形ＡＢＣＤの辺ＢＣの

延長線上に、ＡＢ＝ＡＥとなる点Ｅをとる。

△ＡＢＣ≡△ＥＡＤであることを証明しなさい。

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｅ

－応用演習19 次の問いに答えよ　

平行四辺形ＡＢＣＤで、頂点Ａ、Ｃから対角線ＢＤに

それぞれ垂線をひき、その交点をＥ、Ｆとします。

このとき、△ＡＦＤ≡△ＣＥＢであることを証明しなさい。

Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

－応用演習20 次の問いに答えよ（公立高校入試　改）

右の図のように、正三角形ＡＢＣと正三角形ＡＤＥがある。

点Ｄは辺ＢＣの延長上にあり、辺ＡＤと線分ＣＥの交点をＦとする。

△ＡＢＤ≡△ＡＣＥであることを証明しなさい。

Ａ

Ｂ
Ｃ Ｄ

Ｅ

Ｆ
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5. 図形の性質と証明

－応用演習21 次の問いに答えよ

①ＧＤ//ＢＦで、ＧＤ＝ＦＥ、ＡＤ＝ＣＥのとき

　ＡＢ//ＣＦを証明せよ。 

②∠ＡＢＥ＝∠ＣＢＥ、∠ＡＣＦ＝ＨＣＦ

　∠ＢＡＣ＝５０°のとき∠ＢＣＦの大きさを求めよ。

－応用演習22 次の問いに答えよ（公立高校入試）

右の図は、正三角形ＡＢＣと正三角形ＤＥＦを重ねてかいた

ものである。∠ｘの大きさを求めなさい。

ｘ

42°

－応用演習23 次の問いに答えよ

右の図は正方形ＡＢＣＤである。

頂点Ｂを通る直線ｍにＡとＣからそれぞれ垂線をおろし、

その交点をＥ、Ｆとするとき、

△ＡＢＥ≡△ＢＣＦとなることを証明せよ。

－応用演習24 次の問いに答えよ　

図のように∠ＡＢＣ＝４５°である△ＡＢＣがある。

頂点Ａから辺ＢＣにひいた垂線と辺ＢＣとの交点を

Ｄとして、頂点Ｂから辺ＡＣにひいた垂線と辺ＡＣとの

交点をＥとする。また、線分ＡＤと線分ＢＥとの交点を

Ｆとする。

このとき、△ＡＤＣ≡△ＢＤＦであることを証明しなさい。

Ａ

Ｂ Ｃ
Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ

Ｆ

Ｅ

ｍ
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－応用演習25 次の証明をせよ

下の図で△ＡＢＣと△ＣＤＥはともに正三角形であるとき

△ＢＣＤ≡△ＡＣＥを証明せよ Ａ

Ｂ Ｃ

Ｅ

Ｄ

－応用演習26 次の証明をせよ

下の図で四角形ＡＢＣＤと四角形ＥＢＧＦは正方形であるとき

ＡＥ＝ＣＧとなることを証明せよ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

－応用演習27 次の問いに答えよ（公立高校入試　改）

身のまわりにある教科書やノート、コピー用紙の大きさは、Ａ判やＢ判という紙の

規格にもとづいているものが多い。そのうち、Ａ判の紙の大きさは、次のように決められている。

①Ａ０判の紙を、長い方の辺が半分に

　なるように切ってできた長方形の紙

　の大きさをＡ１判とする。

②同じように、長方形の長い方の辺が

　半分になるように次々と切ってでき

　た長方形の紙の大きさを順に、

　Ａ２判、Ａ３判、Ａ４判、･･･

　とする。

Ａ０判

Ａ１判

Ａ２判

Ａ３判

Ａ４判

（１）Ａ０判の長い方の辺をａcmとするとき、Ａ２判の長い方の辺の長さをａを使って表せ

（２）Ａ３判の面積はＡ０判の面積の何倍か。求めなさい。

（３）下図のように、Ａ４判の紙ＡＢＣＤを対角線ＢＤで折り返したとき、頂点Ｃが移った点を

　　　Ｅ、線分ＡＤと線分ＢＥの交点をＦとする。このとき△ＡＢＦ≡△ＥＤＦであることを

　　　証明しなさい。

⇒

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ Ａ

Ｂ Ｃ

ＤＦ

Ｅ
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－応用演習28 次の問いに答えよ

下の図の△ＡＢＣで、点Ｅは辺ＡＣ上の点で、ＡＥ：ＥＣ＝２：１、ＤＧ＝４ｃｍ、ＡＣ＝１２ｃｍである。

線分ＢＥとＣＤとの交点をＦ、点Ｄを通り辺ＡＣに平行な直線とＢＥとの交点をＧとする。

このとき、△ＣＥＦ≡△ＤＧＦであることを証明しなさい。

・

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ
Ｇ

－応用演習29 次の問いに答えよ（公立高校入試　改）

下の図のように、ひし形ＡＢＣＤがあり、辺ＡＢを１辺とする正三角形ＥＢＡをつくる。

さらに、点Ｐを線分ＢＤ上にとって、ＰＡを１辺とする正三角形ＱＰＡをつくり、点ＥとＱを直線で結ぶ。

このとき、△ＡＥＱ≡△ＡＢＰであることを証明しなさい。

－応用演習30 次の問いに答えよ（公立高校入試　改）

右の図のように、正三角形ＡＢＣの内部に点Ｐをとり、線分ＣＰを１辺とする

正三角形ＣＰＤを辺ＰＤが辺ＢＣと交わるようにつくる。点Ａと点Ｐ、点Ｂと点Ｄ、

点Ｂと点Ｐをそれぞれ結ぶ。

このとき、△ＡＰＣ≡△ＢＤＣであることを証明しなさい。

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｐ

Ｑ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｐ

Ｄ



図１の状態から、操作を３回続けて行った。取り出したカードは

     、     、     の順であった。３回目の操作を終えたとき、

はじめに１の位置にあった白玉は　  　の位置に、

はじめに３の位置にあった白玉は　　  の位置に移動している。
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5. 確率

－応用演習31 次の問いに答えよ　（公立高校入試）

箱Ａ，Ｂと数字が書かれているカードがある。

次の操作を行うとき、下の（１）～（３）に答えなさい。

2 4 5

1 2 3

4 7

①空の箱Ａに２、４、５のカードをそれぞれ１枚、Ｂの箱に１、２、３、４、７のカードを
　それぞれ１枚入れる
②Ａから１枚、Ｂから１枚のカードを取り出す。
③取り出したカードに書かれている数を比べ、大きい数のカードを取り出した箱に
　カードを２枚とも入れる。数が同じ場合は、それぞれもとの箱にもどす。

操作

上の図は操作の①を行ったことを表している。

（１）操作の②で、Ａから取り出したカードが２、Ｂから取り出したカードが３のとき、操作③を終えると

　　　Ｂの中にあるカードの枚数は何枚となるか。求めなさい。

（２）操作①～③を終えたとき、Ａに２と５の２枚のカードだけが残るのは、操作の②で、Ａ、Ｂから、

　　　それぞれどんなカードを取り出したときか。カードに書かれている数を求めなさい。

（３）操作の①～③を行うとき、Ａの中にあるカードの枚数と、Ｂの中にあるカードの枚数が、同じになる

　　　確率を求めなさい。

－応用演習32 次の問いに答えよ（公立高校入試）

　　袋の中のカードをよくかきまぜて1枚取り出す。その

　カードに書かれた数と同じ数の位置にある玉を、箱から取

　り出し、４の位置に入れる。取り出したカードは、袋に戻す。

１

ア イ

１ ３ １

ア

イ

１

２

３

４

１

２

３

４

１ ３

２

図１

図２

図３

　側面に１、２、３、４、の数字が書かれた箱がある。図１のように、

この箱の１と３の位置に白玉を、２と４の位置に黒玉を入れ、斜面に

固定する。このとき、玉を１個取り出すと、その玉が入っていた位置

の数よりも、大きい数の位置にある玉は、１小さい数の位置に転がる。

　また、図２のように、１、２、３の数字が書かれたカードを１枚ず

つ袋の中に入れ、次の操作を行う。

（２）図１の状態から、今度は操作を２回続けて行う。２回目の操作を終えたとき、２個の黒玉が

　となり合っている確率を求めなさい。

操作

Ａ Ｂ

図３は、図１の状態から、この操作において　 のカードを取り出

し、操作を終えたところを表している。

　次の（１）、（２）に答えなさい。

（１）次の 　　、　　 にあてはまる数を答えなさい。
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－応用演習33 次の問いに答えよ （公立高校入試）

　大小２つのさいころを同時に投げ、大きいさいころの出た目の

数をａ、小さいさいころの出た目の数をｂとする。次の（１）、（２）を答えなさい。

（１）　ａ＋ｂ＝１０ となる場合は何通りあるか。求めなさい。

（２）　ａを十の位の数、ｂを一の位の数として２けたの数をつくる。このようにしてできた数が、

　 　　４の倍数となる確率を求めなさい。

－応用演習34 次の問いに答えよ（公立高校入試）

６つの電球Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆとその下にそれぞれのスイッチがある。

大小２つのさいころを投げて、次の操作を行うとき、あとの（１）～（３）に答えなさい。

下の図は、操作の①を行ったところを表している。

OFF ON OFF ONOFF ON OFF ON OFF ON OFF ON

Ａ　　　　　Ｂ　　　　　Ｃ　　　　　Ｄ　　　　　Ｅ　　　　　Ｆ

①全部のスイッチをＯＦＦにして、全部の電球のあかりを消す。
②大きいさいころを１回投げ、出た目の数と同じ個数だけ、電球Ａのスイッチから右へ順
　に１つずつ、スイッチをＯＮに切りかえて、電球のあかりをつける。
③小さいさいころを１回投げ、出た目の数と同じ個数だけ、電球Ｆのスイッチから左へ順
　に１つずつ、スイッチをＯＮのときはＯＦＦに、ＯＦＦのときはＯＮに切りかえる。

操　作

（１）操作の②で、大きいさいころの出た目の数が３、操作の③で、小さいさいころの出た目の数

　　　が４であった。操作の③を終えたとき、どの電球のあかりがついているか。その電球の記号を

　　　すべて書きなさい。

（２）操作の①から③を終えたとき、電球Ａ、Ｂ、Ｆのあかりだけがついていた。操作の②で、大

　　　きいさいころの出た目の数が５であったとき、操作の③で、小さいさいころの出た目の数は

　　　いくらか。求めなさい。

（３）操作の①から③を終えたとき、電球のあかりが４個だけついている確率を求めなさい。

－応用演習35 次の問いに答えよ（公立高校入試）

右の図のように、数字１、２、３、４、５が

１つずつ書いてある５個の球が袋に入っている。

次の（１）、（２）に答えなさい。

（１）袋の中の５個の球から同時に２個取り出すとき、取り出した２個の

　　　球に書かれている数の積が奇数になる場合は何通りあるか。求めなさい。

（２）袋の中の５個の球をよくかきまぜて、同時に２個取り出し、取り出した２個の球に書かれている

　　　数を、それぞれ十の位の数、一の位の数として２けたの数を２つつくる。

　　　例えば、　　　と　　　の２個を取り出した場合は、２５と５２の２つの数ができる。

　　　このようにしてできる２つの数について、大きい方の数から小さい方の数を引いた差が９となる

　　　確率を求めなさい。

５

１

２

５

２

３
４
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－応用演習36 次の問いに答えよ

４枚の硬貨を同時に投げるとき、次の決まりにしたがって、２点Ｐ、Ｑの座標を決め、直線ＰＱをひきます。

（決まり）表がａ枚、裏がｂ枚のとき、点Ｐの座標を（ａ、０）として、点Ｑの座標を（０、ｂ）とする。

たとえば、ａ＝１、ｂ＝３のときは、右の図の直線となります。

４枚の硬貨を同時に１回投げるとき、直線ＰＱの式が、

ｙ＝－－ｘ＋１となる確率を求めなさい。
１
３

ｘ

ｙ

Ｏ
Ｐ

Ｑ

－応用演習37 次の問いに答えよ

２つの袋Ⅰ、Ⅱには、ともに３枚のカードが入っており、それぞれのカードには、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆ、Ｇの

文字が１つ書いてある。また、多角形ＡＢＣＤＥＦＧは正七角形である。

この正七角形において、以下に示したように三角形をつくる。

　２つの袋Ⅰ、Ⅱから、それぞれ１枚のカードを取り出し、取り出した２枚のカードに書いてある文字が

表す２つの頂点と、頂点Ａの３点を結んだ三角形をつくる。

このとき、この三角形が二等辺三角形となる確率を、樹形図等をかき、起こりうるすべての場合を調べて

求めなさい。ただし、袋Ⅰからカードを取り出すとき、どのカードが取り出されることも同様に確からしい

ものとする。また袋Ⅱについても同様に考えるものとする。

袋Ⅰに入っているカード：Ｂ、Ｃ、Ｄ

袋Ⅱに入っているカード：Ｅ、Ｆ、Ｇ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ Ｅ

Ｆ

Ｇ

－応用演習38 ０、１、２、２、３、３の６枚のカードがあるとき、次の問いに答えよ

（1）このカードのうち、３枚を並べてできる３けたの整数は、全部で何個ですか。

（2）カードをよくきって、同時に２枚取り出すとき、２つの数の和が５以上になる確率を求めなさい。

（3）カードをよくきって、１枚取り出し、それをもどさずにもう１枚取り出すとき、２回目に取り出した

　　カードの数が１回目に取り出したカードの数より大きくなる確率を求めなさい。
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－応用演習39 次の問いに答えよ（公立高校入試）

数字１、２、３、４が１つずつ書かれた４枚のカード、１つの袋、１０個の球、２つの箱Ａ、Ｂがあり、

次の操作を行う。

（操作）

　　①図のように袋に４枚のカード、箱Ａに６個の球、箱Ｂに４個の球を入れる。

　　

　　②袋の中のカードをよくかきまぜて１枚取り出し、そのカードに書かれた数と同じ個数の球を箱Ａから

　　　箱Ｂに移動させる。取り出したカードは袋に戻さない。

　　③袋の中のカードをよくかきまぜて１枚取り出し、そのカードに書かれた数と同じ個数の球を箱Ｂから

　　　箱Ａに移動させる。

次の（1）、（2）に答えなさい。

（1）操作の①を行い、操作の②で袋から取り出したカードに書かれた数は４であった。

　　 操作の③まで終えたとき、箱Ａには３個、箱Ｂには７個の球が入っていた。

　　 操作の③で袋から取り出したカードに書かれた数を答えなさい。

（2）操作の①から操作の③まで終えたとき、箱Ａに入っている球の個数と箱Ｂに入っている球の個数が

 　　同じになる確率を求めなさい。

１ ２

４３

袋 箱Ａ 箱Ｂ

－応用演習40 次の問いに答えよ （公立高校入試）

図のように、紙に書いた正五角形ＡＢＣＤＥと、白石、黒石が１個ずつある。次の操作を行うとき、

下の(1)、(2)に答えなさい。なお、操作で用いる大小１つのさいころは、それぞれ１から６までの目が出る

ものとし、どの目が出ることも同様に確からしいものとする。

（操作）

　　①白石、黒石を頂点Ａに置く。

　　②大小２つのサイコロを同時に１回投げ、大きいさいころの

　　　出た目の数をａ、小さいさいころの出た目の数をｂとする。

　　③白石を左回りにａの数だけ頂点を順に移動させる。

　　④黒石を右回りにｂの数だけ頂点を順に移動させる。

　　（例）大きいサイコロで２が出たら白石はＣに移動することになる　

（1）次の文の　ア　、　イ　にあてはまる記号を入れなさい。

　　　操作の①を行い、操作の②でａの数が６、ｂの数が３であった。操作の④まで終えたとき、

　　　白石は頂点　ア　に、黒石は頂点　イ　に止まっている。

（2）操作の①から④まで終えたとき、白石、黒石が同じ頂点に止まっている確率を求めなさい。

白石 黒石

Ａ

Ｂ

Ｃ Ｄ

Ｅ

右回り左回り
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－応用演習41 次の問いに答えよ

大小２つのサイコロを投げて出た目の数をそれぞれａ、ｂとし、ｙ＝ａｘ＋ｂで表される直線をℓとする。

このとき、次の問いに答えなさい。

（1）直線ℓが点（２、８）を通る確率を求めなさい。

（2）直線ℓと直線ｙ＝－ｘ、点（１、０）を通りｙ軸に平行な直線、点（３、０）を通りｙ軸に平行な直線

　　 で囲まれる台形の面積が２４より大きくなる確率を求めなさい。

2019/8/20 改訂
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